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冒＠月！g遍露⑩島危窃 
海老原美夫（さいたま市） 

●さいたま市秋ケ瀬公園で 

桜の花に酔いしれたヒョドリたちの喧騒が

ようやく静かになると、新緑が勢いを増そう

としている林のあちこちから、シジュウカラ

の嚇りが聞こえてきます。 

木肌の窪みや小穴などを覗いているペアも

います。虫をくわえて、忙しく行き来する姿

も見かけます。 

ギーギーギー、コゲラが何力怒っている声

が聞こえてきました。折角掘った巣穴を、ス

ズメが占領してしまったのです。丸い巣穴か

ら顔を出したスズメの顔は、「丸にスズメ印」 

のデザインか何かになりそう。 

コゲラはぷんぷん怒りながら、諦めて飛び

去りましたが、結局スズメは数日後には、こ

の巣穴に寄り付かなくなりました。罪なやつ

です。 

力ワセミが小魚を捕らえ、頭がくちばしの 

先になるようにくわえ直し、チーッと飛んで

行きました。少し離れた薮の向こうから、 2 

羽で鳴き交わす声が聞こえてきます。求愛給

餌でしょう。その様子を見てみたいとも思い

ますが、遠くから見通せる場所がありません。 

がまんがまん。近寄らないようにします。 

4月中ごろからは、キビタキやオオルリな

どを期待するバードウォッチャーの姿が多く

なりますが、「いつもいる普通の鳥たち」も、 

生き生きとしているんです。 

●さいたま市大久保農耕地で 

冬の間は風が寒いので足が向かなかった大

久保農耕地も、畦に小さな花々が咲きはじめ

ます。頭の黒い夏羽のノビタキが、アシ原の

端のあたりで飛び交っています。メスもいま

魂何羽か、アシの間でちらちらしています。 



遠くから観察していると、よくとまるお気

に入りの場所が分ります。ノビタキたちが隣

のアシ原に行っている間に適当な位置に椅子

を据え、ゆっくりと待ちましょう。あせらな

いことです。追いかけたら、いい写真は撮影

できません。 

ケンケーン、ドドドッ。キジのほろ打ちが

薮の向こう側で突然爆発。これも追いかけて

はいけません。何日力観察していれば、その

行動が大体分ります。邪魔にならずに、自分

の意図する写真が写せそうな場所とその作戦

を考えるのは、それ自体が楽しい作業です。 

ほかの鳥を待っていて振り向いたら、お、 

いたのかと、目と目が合ってしまった、上

写真のようなこともありますが。  

で言うところの「橿黄色の飾り羽」が鮮やか

です。 

干潟で見るチユウシャクシギもいいけれ

ども、田んぼの花も似合います。毎年数羽が

立ち寄り、ザリガニの脚を振り落とし、丸呑

みにしています。 

さいたま市内某公園で 

ピョーピョーピッピッピッとよく響くコ

チドリの声も、春を実感させてくれます。田

んぼを飛て月亘］っていますが、巣を作るのは土

手の近く。バイクが走り回っている空き地や、 

道路の上で卵を抱いていたりして、ひやひや

させられます。少しは考えてくれれ‘土 こち

らも安心できるのに。 

サギ類の夏羽を観察するのに最適な季節で

もあります。中でもアマサギは人気者。図鑑 

4月末には、通勤途中の公園に、ツミのペ

アーが姿を見せてくれます。木立を縫って、 

鋭く飛び交います。今年は何羽巣立つかな。 

ご近所の鳥たちが待っています。 

春4月！ さあ、でかけましよう！ 
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さいたま市岩槻区岩槻文化公園 ◇12月10日、 

カワウ、コサギ、ダイサギ、アオサギ、コ

ガモ、ヒドリガモ、カルガモ、マガモ子1 

羽早 1羽、イカルチドリ 3羽、イソシギ1 

羽、セグロカモメ4羽、ユリカモメ、アオ

ジ、カシラダカ、シメ、シロハラ、ツグミ、 

ジョウビタキ、カケス、オナガ約20羽など

計36種。カケスが減った。12月14日、イカ

ルチドリ、セグロカモメ、カワセミ、オオ

タカ成鳥、カシラダカ、シメ、アカハラ、 

シロハラ、ツグミ、ジョウビタキ子など計 

34種。12月21日、元荒川でゴイサギ若鳥、 

力ワセミ、オオタカ若鳥。12月27日、カイ

ツブリ、カワウ、コサギ、ダイサギ、アオ

サギ、コガモ、ヒドリガモ、カルガモ、カ

ワセミ、イカルチドリ、セグロカモメ、コー 

リカ &メ、ツミ？ カシラダカ、シメ、ア

カハラ、シロハラ、ツグミ、カケス1羽な

ど計36種。 1月 5 日、上空を飛回り、木々

にとまった群れを見たらツグミ60＋だった。 

今渡って来たといった印象コ中にアカハラ 

1羽が混じっていた。 1月25日、村国池で

カワセミ早 1羽、ホバリングして池につっ

こんでいた。アカハラは林床でゴソゴソ（鈴

木紀雄）。◇12月23日、オオタカ成鳥1羽

飛凱村国池でオオタカ若鳥2羽、それぞ

れ別方向に飛び去る。数分後、1羽が戻っ

てきて、木にとまるが、カラスにモビング

されて飛び去る。シロハラ 1羽、シメ1羽。 

元荒川でイカルチドリ 2羽。 1月 2日、ツ

グミ 5~6位の群れであちこちに多数〕よ

うやくツグミの群れが到着カ、 シメ 3羽。 

元荒川でイカルチドリ 2羽（藤原寛治）。 

さいたま市岩槻区慈恩寺橋 ◇1月 3日、橋

の街灯上にセグロカモメ成鳥1羽（鈴木紀

雄）。 

菖蒲町種足 ◇12月19日、圃場整備で大規模

に土が掘られたり、むき出しになっている

一角でミヤマガラス約300羽が群れる。ハ

シボソガラスも混じる。よく探したらコク

マルガラス暗色型が 4羽（鈴木紀雄）。 

伊奈町羽貫 ◇12月19日、伊奈学園裏手の田

んぼでミヤマガラス約200羽、ハシボソガラ

スも1割程混じる（鈴木紀雄）。 

春日部市谷原新田 ◇12月28日、草地でタゲ

リ 1羽（鈴木紀雄）。 

さいたま市見沼区大谷環境広場 ◇12月21日、 

ツグミ21羽、タシギ17羽、イカルチドリ 3 

羽、ハクセキレイなど 12月22日、イカル

チドリ 3羽と思ったら 2羽はコチドリだっ

た。タシギ10羽＋な＆ 1月20日、タシギ 

3羽、イカルチドリ 1羽、ツグミ20羽＋な

ど（鈴木紀雄）。 

さいたま市見沼区見沼自然公園 ◇1月 12 

日、オナガガモ約 60 羽が人も恐れず草地

で採餌、池にも約 60羽。マガモ 10 羽、コ

ガモ約 20 羽、ホシハジロ早 1羽、オオバ

ン、バン、カルガモなど（鈴木紀雄）。 

さいたま市見沼区膝子 ◇1月 23 日、耕作

地の農道でタゲリ 3羽。雪の溶けた地面に

はヒバリ約 20 羽がウョウョ（鈴木紀雄）。 

さいたま市桜区大久保農耕地 ◇1月10日、 

C区で枯木にとまるノスリ 1羽（鈴木紀雄）。 

さいたま市桜区彩湖 ◇1月 24 日、彩湖の

北端でカンムリカイツブリ約 15 羽、ョシ

ガモ約 10 羽、キンクロハジロ、ホシハジ

ロ、ハシビロガモ、ユリカモメなど葦原

の燃えた跡地でタヒバリ約 10 羽が採餌し

ていた（鈴木紀雄）。 

さいたま市大宮区第三公園付近 ◇1月 16 

日、芝川の中州にカルガモ、コガモ、キン

クロハジロ、ホシハジロ、オナガガモ、オ

カョシガモが身を寄せ合ってうずくまり、 

直ぐ脇にタシギが 2羽仲良く採餌、川面に

ユリかEメが数羽浮かんでいた。少し下流

の土手の木、 4m程の小枝からカワセミが

見事なダイビング、めがけた魚を捕りそこ

ね残念そうに小枝に戻っていった（赤堀尚

義）。 

さいたま市大宮区氷川神社 ◇1月29日に、 

「ミヤマガラスが加巾）杜に埼入りしてい

る」との情報をもらいました。 2月 4 日、 

確認しました。午後4l招0分頃、大宮公園

ボート池の東北端の落葉高木にカラスの群

れb 望遠鏡で確認すると、間違いなくミヤ 
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マガラス！ ハシボソガラスとハシブトガ

ラスも混在。時間が経つにつれてミヤマガ

ラスの数が増えてきました。最大時で約60 

羽。午後5時22分、群れが一斉に飛び立ち、 

競輪場上空を旋回した後、氷川の杜に埼入

りしました。群れが飛び立った後の落喋塙

木には、ハシブトガラス1羽とハシボソガ

ラス数羽が取り残されていました（浅見徹）。 

さいたま市浦和区大原サッカー場付近 ◇1 

月16日、グランド脇のすっかり葉の落ちた 

桜の木にシメが8羽、寒いのかかたまって 

じっとしていた。隣の木ではヒョドリがけ

たたましく騒いでいた。1月30日、グラン

ド脇の桜の木に朝日を背にして、1羽のカ

シラダカが凍としてとまっていた。今シ、一 

ズンは3度目の姿、しばし見入ってしまっ

た（赤堀尚義）。 

さいたま市浦和区大原サッ力場付近 ◇2 

月 10 日、グランド脇の休耕田の芦原でべニ 

マシコの声、しばらく耳をすましていると

早タイプ1羽が飛び出し直ぐ近くに止まっ

てくれた。近くの通路にホオジロ、アオジ、 

スズメが入り乱れて盛んに餌をついばんで

いた（赤堀尚義）。 

さいたま市浦和区高砂 ◇1月 24 日、県庁

の駐車場上空でハヤブサ成鳥1羽、割と低 

空を何度も飛回る。辺りではカラス達が騒

いでいる。一度突っ込んだが、狩は失敗。 

よく見ると飛行中、左脚が格納できずに体

からでっぱっており、ケガかも知れない。 

5分以上飛回っていた（鈴木紀雄）。 

蓮田市黒浜 ◇1月 11 日、療養所内で樹間

を飛ぶハイタカ1羽。カシラダカ100羽程 

の群れ。1月 26 日、療養所内でカケスが

次々に移動、計5羽。ルリビタキ早が4怪

を横切る（鈴木紀雄）。 

蓮田市川島 ◇1月 19 日、本荒川でキセキ

レイ、ヒドリガモ、コガモ、コチドリ、タ 

シギ、セグロセキレイ、シメ、アオジ、カ

シラダカ、オオジュリン、ホオジロ、カワ

セミなど計25種（本多己秀）。 

久喜菖蒲公園昭和沼 ◇1月 14 日、コハク

チョウ3羽、上空を北へ向かって飛んでい

った。アメリカヒドリのペア、トモェガモ 

2月7日吉見町ハ丁湖・ミヤマホオジ口 

（小林ますみ） 

のペア、オカョシガモのペア、ョシガモ子。 

いずれも、カルガモと一緒に南側の岸辺で

のんびりしていた（長谷川訓寿）。 

吉見町八丁湖 ◇1月2日、ルリビタキ子1 

羽早1羽、ミヤマホオジロ5羽、ビンズイ 

5羽、ジョウビタキ子1羽早1羽、カシラ

ダカ多数など計 27 種っビンズイとミヤマ

ホオジロが同一視界で地上に降りていて、 

新年早々幸運に恵まれた（本多己秀）。 

狭山市稲荷山公園 ◇1月 16 日、上空でヒ

メアマツバメが 40 羽ほどダンゴ状態で乱

舞、鳴き声にぎやか（久保田忠資）。 

本庄市利根川 ◇ 1月16 日正午頃、坂東大

橋下i，「ilキロの地点にでコハクチョウ 16 

羽と一緒にオオハクチョウ幼鳥3羽、遊泳

したり岸辺に上がり草を啄ばんだりしてい

た。コハクチョウとオオハクチョウの混群

が珍しかった（町田好一郎）。 

坂戸市城山 ◇1月 29 日午前 11時 30 分、 

市梶の池ぎわの木の枝にとまるベニマシコ

子2羽、早1羽。10分間も観られた。他に

シロハラ1羽、ルリビタキ早1羽、ェナガ、 

シジュウカラ、メジロ、コゲラの混群。カ

ケス数羽、アオジ1羽。ささやぶの中でが

さがさ音がするのでしゃがんで見ると、ガ

ビチョウと目があった。距離2メートル噌

尾隆）。 

表紙の写真 

コウノトリ目サギ科コサギ属チュウサギ 

蟹瀬武男（さいたま市） 
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ヒバリ（久保田忠資） 

「要予約」と記載してあるもの以外、予約申
し込みの必要はありません。初めての方も、青
い腕章をした担当者に遠慮なく声をおかけく
ださい。私たちもあなたを探していますので、 
ご心配なく。 

参加費】一般100 円、会員と中学生以下50 
円。持ち物】筆記用具、雨具、昼食、ゴミ袋、 
持っていれば双眼鏡などの観察用具も（なく
ても大丈夫）。 解散時刻】特に記載のない
場合正午から午後1時ごろ。悪天候の場合は
中止、小雨決行です。 
できるだけ電車ソぐスなどの公共交通機関を

使って、集合場所までお出かけください。 

北川辺町・渡良瀬遊水地探鳥会 

期日】4月1日（土） 

集合【午前 8 時 10 分、東武日光線柳生駅前

または午前8時30分、中央ェントラン

ス駐車場。 

交通：東武日光線新越谷 7:11→春日部 7:25 

→栗橋7:54→柳生8 】04着。または訳

宇都宮線大宮7:07→栗橋7 】 41着、東

武日光線乗り換え。 

解散】12時ころ、谷中村史跡駐車場。 

担当】内田、橋口、玉井、田選、四分一、中

里、植平、鬼塚 

見どころ】干し上げ後の谷中湖に水は入るが、 

水鳥は？ 史跡ゾーンでは葦焼き後の

大地に春の渡りの鳥たちや、気の早い

夏鳥が姿を見せてくれるでしょうカ、 

北本市・石戸宿定例探鳥会 

期日】4月2日（日） 

集合】午前9時、北本自然観察公園駐車場。 

交通】JR高崎線北本駅西口アイメガネ前から

北里メディカルセンター病院行きバス 

8 : 40 発「自然観察公園前」下車。 

担当：榎本（秀）、岡安、大坂、内藤、島田、 

立岩、永野（安）、永野（京）、山野、今

井、長谷川 

見どころ】春の石戸宿は,蒲桜に江戸ひがん

桜。人におされて鳥は綱隠れしている

けど、皆さんの眼力で見つけましょう。 

さいたま市・民家園周辺定例探鳥会 

＜ヘルシーロードコース＞  

期日】4月2日（日） 

集合】午前9時、浦和くらしの博物館民家園

駐車場、念仏橋バス停前。 

交通】JR浦和駅西口バス 1番乗り場から、浦

和美園駅行き8:31発、「念仏橋」下車っ

後援】浦和くらしの博物館民家園 

担当】伊藤（芳）、手塚、工藤、倉林、若林、 

新井（勇）、土津、石田、赤堀、藤田（敏） 

見どころ】いろんな花が咲いて、いろんな鳥

もいます。いろんな人たちの出会いも

あつて、見沼の春は「いろんな」です。 

熊谷市・大麻生定例探鳥会 

期日】4月9日（日） 

集合：午前 9 時 30 分、秩父鉄道大麻生駅前

交通】秩父鉄道熊谷9:11発、または寄居8:49 

発に乗車。 

担当】後藤、和田、森本、中里、石井（博）、 

創府、高橋（ふ）、藤田（裕）、栗原、大

洋、飛田、新井（巌） 

見どころ】ちょうど満開の桜の下での探鳥会。 

花、人、鳥でにぎやかになりそう。春

風に誘われて歩きませんカ、秩父路を

往く SLの力強い走りも魅力です。 

所沢市・狭山湖探鳥会 

期日】4月9日（日） 

集合：午前9時30分、西武狭山線西武球場

前駅前。 

担当】石光、長谷部、久保田、高橋（優）、持

丸、小林（ま） 

見どころ：冬鳥に別れを告げる4月の狭山湖。 



想定外の珍客が立ち寄るかも。 

『しらこばと』 袋づめの会 

日時】4月巧日（土）午後3時～4時ころ

会場】支部事務局108 号室 

さいたま市・三室地区定例探鳥会 

期日】4 月 16日（日） 

集合】午前8時15分、京浜東北線北浦和駅東

口、集合後バスで現地へ。または午前 

9時、さいたま市立浦和博物館前。 

後援】さいたま市立浦和博物館 

担当】楠見、福井、手塚、倉林、渡辺（周）、 

若林、小菅、赤堀、新部、増田、青木 

見どころ：昨年は桜の開花が遅れて花見探鳥

会となったが、今年は桜かな、青葉か

な。4 月はスタートの季節、鳥見のス

タートはお友達を誘って、普通の鳥が

見られる見沼田んぼへどうぞ。 

さいたま市・秋ケ瀬公園探鳥会 

期日】4月23日（日） 

集合：午前9時10分、諏訪前橋バス停付近。 

交通：京浜東北線浦和駅西口バスロータリ'-5 

番乗り場から、荒川総合公園行き 8:40 

発「諏訪前橋」下車。 

担当】倉林、海老原、百瀬、渡辺（嘉）、新部、 

赤堀、増田 

見どころ：また渡りの季節がやってきました。 

何が出るかはお楽しみに。昨年はキツ

ネの親子も出ましたよ。 

東松山市・物見山探鳥会 

期日】4月 23日（日） 

集合：午前9時30分、物見山駐車場（峠を越

えた右側）。 

交通】東武東上線高坂駅西口から、川越観光

バス鳩山ニュータウン行き 8 : 51, 9: 

01発「大東文化大学前」下車、バス進

行方向へ徒歩約5分。 

担当】藤掛、島田、岡安、後藤、増尾、池永、 

高橋（優）、志村、山田（義）、林、中村（豊） 

見どころ：ヤマツツジ、チゴユリの咲く山道

をカラ類、キツツキ類,ツグミの仲間、 

ェナガなどを探しながらのんびりと。 

春日部市・内牧公園探鳥会 

期日】4月 29日（土・祝） 

集合】午前9時15分、アスレチック公園前駐

車場。 

交通】東武伊勢崎線春日部駅西口朝日バス③

番乗り場から、彩うびも・春日部ェミー 

ナス行き 8:45 発「共栄大学・短大前」 

下車。西へ徒歩3 分。 

担当「石川、吉安、橋ロ、新非（良）、松永、 

宮下、吉岡（明）、野村（弘）、野村（修） 

見どころ：新緑の雑木林に立ち寄る夏鳥を探

しましょう。もしかしたら、キビタキ、 

センダイムシクイのさえずりが…・。 

シギ・チドリ類県内調査 

期日】4月 29日（土・祝） 

埼玉県支部では、春と秋の2回、独自にシ

ギ・チドリ類の調査を行っています。とくに

下記の地点では、多くの会員のご協力をお願

いします。 

◆大久保農耕地（さいたま市） 

集合】午前9時30分大久保浄水場の北西角 

近くの土手の上、グラウンド入り口。 

担当】石井 解散】昼頃の予定。 

調査のため参加費は不要b 雨天でも実施。 

シギ・チドリが大変少ないこともあります。 

群馬県・四万温泉周辺探鳥会（要予約） 

期日】5月13日（土）-.5月14日（日） 

集合】13 日午前7時50分、皿大宮駅西口ソ 

ニックシティー大ホール前広場。 

交通】往復とも貸し切りバスを利用。 

解散予定】14日午後5時ごろ、大宮駅西口。 

費用】22, 000 円の予定（バス代、1泊2食付き 

宿泊費、14 日の昼食代、保険料など 

万一過不足の場合は当日精算）。 

定員】25名（先着順・当支部会員限定）。 

申込み】往復はがきに住所、氏名、年齢、性 

別、電話番号を明記、橋口長和 

担当：橋口、玉井、田選、 

見どころ：新探鳥地。四万温泉に泊まっての 
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探鳥会。昼はキビタキ、オオルリを楽

しんで、夜は露天風呂につかりながら

コノハズクの声が聞こえるかも。 

ご注意】宿舎は国民宿舎ゆずりは荘（httpソノ 

town. nakanojo, gunnia. jp/yuzuriha/). 

男女別の相部屋です。個室のご用意は

できません。 

長野県・戸隠高原探鳥会（要予約） 

期日：5月27日 J（土） .5月28日（日） 

集合】27 日午前9時、長野駅新幹線改札口を

出て右側コンコース。 

交通【長野新幹線あさま503 号（東京6 : 52-

大宮7】18→熊谷7:32→高崎 7:50→長

野8:43)、または、あさま505 号く東京7: 

28→大宮7:52→長野8:53) 

費用】11, 000 円の予定（1泊3食、 現地バス

代、保険料など。万う置不足の場合は

当日精算）。集合地までの往復交通費は

各自負担。 

定員】30名（先着順、県支部会員優先） 

申し込み】往復はがきに住所、氏名、年齢、 

性別、電話番号、契亜の有無を明記、 

菱沼一充（ 

担当：菱沼（一）、藤掛、中里、長嶋 

見どころ】昨年は雪が多かったせいか花も見

頃でした。今年も期待できそう。黒姫

山の麓まで行ってみようと思います。 

注意】宿泊は男女別の相部屋です。個室のご

用意はできません。 

ダイサギ（落合英ニ） 

2005 年埼玉県内鳥見ランキング結果発表！! 

普及部 

観察鳥種数部門、探鳥会参加数部門ともに、 

藤津洋子さんと鈴木敬さんが4年連続チャソ

ピオンになりました。藤津さんは一昨年 141 

種、昨年148 種に続き、とうとう 150 種の大

台を突破。 

鈴木さんは、平均週1回の探鳥会をコンス

タントに楽しみながら、観察種も135種とL 

昇中、堂々第2位となっています。 

2005年観察鳥種数ランキング 

順位 種数 観察最終日 氏 名 

1 154 12月21日 藤津洋子 

2 135 12月25日 鈴木 敬 
3 131 11月19日 新部泰治 
4 128 12月8日 玉井正晴 

5 127 12月25日 植平 徹 
6 126 12月27日 田選八州雄 

7 114 12月14日 新井 浩 
8 113 11月27日 青木正俊 

9 105 12月18日 四分一保雄 
10 100 12月5日 久保田忠資 

10 100 12月25日 中川敏子 

10 100 12月25日 青木里美（小6) 

10 100 12月25日 青木夏美（小3) 

14 98 12月28日 宇田川武男 
15 90 11月29日 橋口長和 

17 81 10月8日 榎本秀和 

2005年探鳥会参加ランキング 

順位 回数 探鳥地数 氏名 

1 53 29 鈴木 敬 
り
乙
  

49 27 新井 浩 
3 45 27 新部泰治 

4 42 25 青木正俊 

5 41 25 藤掛保司 
6 38 16 栗原省二 

7 37 22 植平 徹 
8 34 23 鬼塚勝靖 
9 31 19 玉井正晴 

10 29 21 中川敏子 

11 28 18 四分一保雄 
11 28 18 青木里美（小6) 

13 27 18 青木夏美（小3) 

14 18 15 宇田川武男 

15 16 11 藤洋洋子 
16 12 10 榎本秀和 
17 10 9 青木真弓 

18 9 5 橋口長和 
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	ノ 

12月4日（日） さいたま市 民家園周辺 

参加】40名 天気】曇 	
ノ 

カワウ ダイサギ コサギ アオサギ カルガモ

コガモ オナガガモ チョウゲンボウ キジ バ

ン イソシギ ユリカモメ キジバト カワセミ

ハクセキレイ セグロセキレイ タヒバリ ヒョ

ドリ モズ ジョウビタキ ツグミ ウグイス

シジュウカラ メジロ ホオジロ カシラダカ

アオジ カワラヒワ シメ スズメ ムクドリ

ハシボソガラス ハシブトガラス（33種）今シー 

ズンの厳冬を連想させる手足の先や耳が痛くなる

程の寒い日だった。トピックは上空を舞った50' 

60羽位のツグミの群れ！ 	 （伊藤芳陶 

第1部では、「ビデオで振り返るこの1年」と題

し、町田好ー郎（本庄市）、菱沼一充（白岡町）、 

手塚正義（川口市）および海老原美夫（さいたま

市）の3会員が、それぞれの1年間の探鳥記録を

上映。 

第2部は、アホウドリ先生として知られている

東邦大学理学部教授、長谷川博先生の「アホウド

リ保護研究30年」と題した講演本番。先生は1年

の1/3を鳥島で活動しており、絶滅寸前であったア

ホウドリを、1999年5月には推定総個体数が1000 

羽を超えるまでに回復させた剰責等で、数々の賞

を受賞されています。鳥島のコロニーが崩壊のお

それがあるので、西側にも新しいコロニー作りを

行っていること、尖閣諸島にも約300羽の集団があ

ること、小笠原諸島の鐸島への移住の可能性を探

っていることなど、スライドを織り交ぜながらの

お話がありました。 

第3部？の懇親会では、長谷川先生を囲み、講

演の続きの話や鳥島での生活、とくに、電気がな

いので、好きなビールを常温で飲んでいるが、ど

の銘柄が美味しいかなど、さんずいの酉の話まで

話題が広がり、和気藷々のなか、散会となりまし 

た。 	 （橋口長和） 

長谷川博先生 

' 12月18日（日） 滑川町 武蔵丘陵森林公園 、 

参加】32名 天気】日青 
	ノ 

カイツブリ カワウ ダイサギ アオサギ マガ

モ カルガモ コガモ オナガガモ ハシビロガ

モ キンクロハジロ バン キジバト コゲラ

ハクセキレイ セグロセキレイ ビンズイ ヒョ

ドリ ツグミ ウグイス キクイタダキ ヒガラ

シジュウカラ メジロ ホオジロ カシラダカ

アオジ カワラヒワ ベニマシコ スズメ カケ

ス ハシブトガラス Gl種）大空に千切オ匡が流

相テく、落ち葉が宙に舞う。本当に風が強い日0 

スタートは切ったものの鳥が出ない。トップを切

ったのはカワラヒワ、後はヒョドリの鳴き声ばか

り。でも落ち葉のラッセルの中、出たのは松の根

方にビンズイ。多くの人が見られたと思う。他に

はこんな形で見られたのは、カモの仲間とカワウ

にアオサギ、バンくらいかな。かつて鳥影の濃さ

がここの特徴だったのがうそみたい。12月で沼に

氷が張るのも珍しいが、その上を歩くセグロセキ

レイが滑って、「あ！ 滑った」と声が上がるのも

楽しかった。山田大沼での寒風の中、震えながら

鳥合わせ。終わってみたら31種。出現最低記録の

更新とならなくてリーダーはホ！ 帰途ノスリが

美しい斑を見せて舞ったが、遅い！ （内藤義雄） 

12月24日（土） 幸手市 宇和田公園 
、 

参加】27名 天気】晴 
	ノ 

カワウ ダイサギ アオサギ コガモ オオタカ

チョウゲンボウ イカルチドリ イソシギ タシ

ギ キジバト カワセミ コゲラ ハクセキレイ

セグロセキレイ タヒバリ ヒョドリ モズ ジ

ョウビタキ ツグミ シジュウカラ メジロ ホ 

12月H日（土） 年末講演会 
	、 

参加】65名 場所：埼玉会館 
ノ 
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オジロ カシラダカ アオジ カワラヒワ スズ

メ ムクドリ ハシボソガラス ハシブトガラス 

(29種）小春日和の中、ここでは最初の探鳥会を、 

期待と不安をこめてスタートした。まず公園の林

の中では、メジロ、コゲラが姿を見せてくれた。 

樹冠部では、ツグミが鳴き交わしていた。まだ、 

なかなか地面に降りてこない。田んぼに出ると用

水の溝の中でタシギがじつと擬態して動かないで

いた。青空の中チョウゲンボウが気持ちよさそう

に舞っていた。途中、用水の縁にカワセミが出た。 

相変わらずの人気だ。中川のアシ原に出ると早速

オオタカのお出迎え。中州では数羽のイカルチド

リが羽を休めていた。英気を養って移動して行く

のだろうカ、途中から風が出てきたが、お天気に

恵まれてのんびりムードの暮の探鳥会だった。最

後に鳥合わせ直前にオオタカが目の前を飛んでい 

った。 	 （中里裕―) 

' 12月25日（日） 加須市 加須はなさき公園、 

参加】52名 天気】快晴 

カワウ ダイサギ コサギ アオサギ カルガモ 

コガモ ヒドリガモ ハヤブサ チョウゲンボウ

ムナグロ イソシギ ユリカモメ シラコバト

キジバト カワセミ キセキレイ ハクセキレイ

セグロセキレイ タヒバリ ヒョドリ モズ ジ

ョウビタキ ツグミ ウグイス シジュウカラ 

メジロ ホオジロ カシラダカ アオジ カワラ

ヒワ シメ スズメ ムクドリ オナガ ミヤマ

ガラス ハシボソガラス ハシブトガラス（37 

種）師走に関わらず50名あまりが参加し、天候に

も恵まれた探鳥会だった。開始をせがむようにオ

ナガやシラコバト、カワラヒワが飛び交い、中盤

は川面をカワセミが飛び、ジョウビタキの子早が

躍り出て、終盤は越冬ムナグロを全員が見ること

ができて、興奮の連続だった。「勿元者を大切にす

る探鳥会」を合言葉に、黄色いリボン作戦を展開

し、和気藷々の内に2005年最後の探鳥会を終えた。 

（長嶋宏之） 

月3日（火、休）さいたま市さぎ山記念公園、 

参加】53名 天気】H青 	
ノ 

カイツブリ カワウ ゴイサギ ダイサギ コサ

ギ アオサギ マガモ カルガモ コガモ オナ

ガガモ ホシハジロ オオタカ バン オオバン

タゲリ タシギ キジバト カワセミ コゲラ 

ヒバリ キセキレイ ハクセキレイ セグロセキ

レイ ヒョドリ モズ ジョウビタキ ツグミ 

ウグイス シジュウカラ メジロ ホオジロ カ

シラダカ アオジ カワラヒワ シメ スズメ

ムクドリ カケス ハシボソガラス ハシブトガ

ラス（40種）正月時刻表に適当な時間のバスがな

く、何人かが相乗りタクシーで。ありがとうござ

いました。お蔭様で、オオタカが上空を舞いまし

た。 4年ぶりにタゲリが降りていました。カワセ

ミが水面を飛びすぎました。懇親会では、シロガ

シラアカショウビン別名シブチョウのさえずりも 

聴こえました。 	 （海老原美夫） 

‘フ 

/ 1月5日（木） 滑川町 武蔵丘陵森林公園、 

参加：57名 天気】曇後晴 

カイツブリ カワウ アオサギ マガモ カルガ

モ コガモ オカョシガモ ホシハジロ キンク

ロハジロ ノスリ コジュケイ バン キジバト 

アカゲラ コゲラ キセキレイ ハクセキレイ 

セグロセキレイ ヒョドリ モズ ミソサザイ 

ルリビタキ ツグミ ウグイス エナガ ヤマガ

ラ シジュウカラ メジロ アオジ シメ スズ

メ ムクドリ カケス ハシボソガラス ハシブ

トガラス（35種）正月 5日。寒く、曇り空のため

に参加者が少ないと心配コ集合時間には50数名の

参加があった。新年にあたり、武蔵丘陵森林公園

の自然を考える会代表の谷津弘子さんからNPO法人

になったお話し、武蔵管理センターの福本信濃夫

さんから、入園者が少ない時期の大勢の来園歓迎

のご挨拶をいただいた。今年は各池に氷が張り、 

鳥影は少なく、落ち葉を踏みながらのバードウオ

ッチン久 山田大沼でカワウの巣作りを見てから、 

多目的ホールで暖をとり、鳥合わせを済ませ、お 

弁当を食べながら歓談した。 	（藤掛保司） 
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●「昭和沼」に訂正します 

前月号のサカツラガンでも話題になった久

喜菖蒲公園の「昭和沼」、従来は探鳥会案内など

で「昭和池」と表示していましたが、正しくは 

「昭和沼」と呼ばれていますので、今後はその

ように表示します。 

●普及活動報告 

1月 26 日（木）さいたま市立岸中学校の2年

生から、総合的な学習のために野島に関してFA 

Xで質間。事務局で回答しました。 

2月 12 日（日）金勝山で開催された比企郡小

川町α)zJりリげんきプラザ主催野鳥観察会で、後

藤康夫・青山紘一・中村豊己が指導しました。 

2月 22 日（水）さいたま市見沼区で開催され

た同区片柳公民館主催のバードウォッチング講

座で、松村禎夫・赤坂忠一が指導しました。 

3月4日（土）比企郡嵐山町国立女陛会館周辺

で開催された「早春の自然観察星と鳥と司 の

野鳥観察会で、後藤康夫が指導しました。 

●水辺の宝石かわせみ展 

主催・会場 さいたま川の博物館（大里郡寄居町 

小園 39, TEL 048-581-8739, FAX 048-581-73 

32, httpソんww. rivermuseum. jpノ、鉢形駅か

ら徒歩 20分） 

期間 3月 18 日（土）~6月 18 日（日） 

入館料 一般 310 円 

内容 人との関わりが古いカワセミの美術資

料・写真・アオショウビンの剥製などを展示。 

●事務局の予定 

4月1日（土）編集部・普及部会議。 

4月8日（土）5月号校正（午後 4時から）。 

4月 15 日（土）袋づめの会（午後 3時から）。 

4月 16 日（日）役員会（午後 4時から）。 

●会員数は 

3月1日現在 2, 308 人です。 

活動報告 

2月 11日（土） 3月号校正（海老原美夫・喜多

峻次・大坂幸男・山田義郎）。 

2月12日（日）日野市WIN(ジで開催された本部の

常務会と理事会に出席（海老原）。 

2月 19 日（日）役員会（司会：藤相保司、各部の

報告・ 5月から 8月までの行事予定など）。 

2月 20 日（月）3月号を発送（倉林宗太郎）。 

編集後記 

福岡の和白干潟に行った。干潮で鳥は遠く、 

ツクシガモ200羽位とミヤコドリ 3羽。帰り際

以前この欄にも書いたデジカメを道路に叩き

落してしまった（それも2回も！）。保証対象外

で修理費見積もり 16, 500 円。半年前に 17, 500 

円で買ったのに。（藤原） 

マレーシアでビデオカメラを落とし、舗装道

路の上ではずんだ姿は、悲しかったな。旅行保

険をかけていたので、修理代は戻ってきたけど。 

春です。カメラの落下事故にご用心！（海） 

しらこばと 2006年 4月号（第 264号） 定価 200 円（会員の購読料は会費に含まれます） 
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